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Z202a ngVLAで探る、原始星エンベロープと円盤の分子組成に対するX線放射の影響
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近年の理論・観測研究によると、低質量Class 0原始星においても比較的強い (最大光度 1031 − 1032 erg s−1 程
度)X線の放射が示唆され始めている。しかし、これらの強い中心星 X線放射が周囲のエンベロープ及び円盤の
ガス組成に与える影響については、詳細な議論がなされてこなかった。発表者らはこれまでに、ガス・ダスト化
学反応ネットワーク (e.g., Walsh et al. 2015)に X線関連の化学反応を加えた上で、低質量 Class 0 原始星周り
のエンベロープの詳細な化学構造計算を行い、 H2Oや関連分子組成の中心星 X線放射に対する依存性等を調べ
てきた。日本天文学会 2020年秋季年会発表 (P123a)では、原始星の X線放射が比較的強い (> 1030 erg s−1)場
合、H2Oスノーライン (昇華領域)の内側でX線由来の光解離反応やイオン・分子反応によりH2Oガス分子組成
が減少する (< 10−6)事、及び H2Oスノーラインの外側で X線由来の光脱離反応により H2Oガス分子の組成が
増加する事が示された。またH2Oガス分子の破壊に伴い、O及びO2ガス分子の組成が著しく増加し (∼ 10−4)、
X線放射の影響が小さい COと合わせて、酸素原子のほとんどを保持する事が分かった。その後計算を進めた結
果、ngVLAにてH2Oスノーラインの指標として空間分布の観測が期待されているNH3や CH3OHについても、
強い X線放射の元で H2Oスノーライン内側付近でのガス組成が大きく減少するなど、X線放射に対する大きな
依存性を示すことが分かってきた。本発表ではこれらの計算結果の詳細を報告すると共に、ngVLAの観測を通じ
て、原始星エンベロープと円盤の分子組成に対するX線放射の影響を評価する可能性についても議論を行う。


